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【背景】  
平成 25 年度厚生労働省の国民生活基礎調査では，近年の腰痛有訴者率は低下しておらず
増加傾向にあった．腰痛患者を対象とした腰痛教室は，近年各地で開催している．内容は，
腰部の解剖や腰痛の原因等の基礎的知識，日常生活指導や腰痛体操指導などで腰痛軽減し
ている．近年，慢性疼痛の機序が解明されつつあるが，国民生活基礎調査からも腰痛だけ
でなく四肢の慢性疼痛患者は多い状況である． 
 
【目的】  
今回我々は，疼痛部位に関わらず，慢性疼痛患者に対し，慢性疼痛の正しい知識と対処
法を理解するための教育（痛みの教育）を実施した．痛み教育は，治療として疼痛改善を
図り効果をあげるかを検証するため，本研究は，慢性疼痛患者に対する痛みの教育が痛み
の主観的評価にどのように影響を与えるかを明らかにした．  
 
【方法】  
対象は，浜松市北区及び中区に広告を配布し，興味を持って参加してくださった 66 名中，
除外者を除いた 21 名（男性 6 名，女性 15 名，29～81 歳，平均年齢 60 歳）であった．参
加者には，本研究の趣旨，倫理的配慮を十分に説明し，同意を得た．方法は，「慢性的な痛
みのリハビリ～痛みの捉え方～」についての講義前後で，アンケートにて主観的評価
（ Numerical Rating Scale:NRS ， マ ク ギ ル 痛 み 質 問 表 :MPQ, Pain catastrophizing 
Scale:PCS, Hospital Anxiety and Depression Scale: HADS）の測定を実施した．また，
終了時のみ感想の自由記載を実施した．統計解析には，講義前後の比較に対応のある T 検
定を実施した．講義前後での痛み強度の変化と他の主観的評価の変化の間の相関関係には
Spearman の順位相関係数を用いた．有意水準は危険率 5％未満とした． 
 
【結果】  
痛みの主観的評価の講義前後比較は，主観的評価の NRS 痛み強度，MPQ 総計・感覚，PCS
総計・反芻・無力感・拡大視 ,HADS 不安において値が有意に低下した．痛み強度の変化値
との相関関係は，痛み強度の変化値と PCS 反芻の変化値（ r=0.489，p<0.05），痛み強度の
変化値と PCS 無力感の変化値（r=0.660，p<0.05），痛み強度の変化値と PCS 総計の変化値
（r=0.548，p<0.05）で，正の相関が認められた．自由記載は，プラス思考や快情動，報酬
の期待などの思考傾向にあった． 
 
【結論】  
 慢性疼痛患者に対する痛みの教育は， PCS の破局的思考を改善し，痛み強度の改善につ
ながることが示唆された．すなわち，治療として痛みの教育は有用であることが示唆され
た． 
 
【学会発表】  
第 47 回日本慢性疼痛学会にて，発表予定である．  
